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都　心　幹　線　設　定　の　進　め　方
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【設定方針の検討】 

既存バス路線を 

活用した設定を検討 

検討結果に基づき 

設定方針を決定 

 
【設定方針に基づく運行計画の検討】 

 

再編実施計画策定に向け、以下の事項等の検討 

①実施区域 

②事業の内容・実施主体 

 ・運行ルート、回数、運賃等、運行主体など 

③地方公共団体の支援内容 

 ・事業者への運行支援など 

④実施予定時期（基本的には網形成計画と同一） 

⑤事業実施に必要な資金の額・調達方法 

 ・再編前後の系統別事業収支、国県市の補助など 

⑥事業の効果 

 
【地域公共交通 

再編実施計画の 

策定】 

 

運行計画の検討

結果に基づき再編

実施計画を策定 

【再編実施

計画の認定

申請】 

【本格運行】 

 
【再編調査】 

 
関連 

データ 

収集･分析 

系統別運行状況の 

整理 

再編後の運行 

内容の検討 

再編後の 

効果の検討 

既存バス路線の見直し検討 

利便性向上策の具体化  ⇒ 事業実施 

シャトルバス運行時間拡充実験 シャトルバスけやきウォーク延伸実験 

●定時性の確保（立川町通り等の渋滞解消、 

  バス専用レーン・ＰＴＰＳの導入等） 

●バス停位置の統合（県庁前、中央前橋駅等）、 

  中央前橋駅のターミナル化 

●分かりやすい案内表示    

●利用しやすい運賃体系の構築   

●バス待ち環境の整備（上屋、ベンチ、照明等の設置） 

●パーク＆ライド、サイクル＆バスライド等の推進 

●バリアフリー化（ノンステップバスの導入等） 

●コミュニティサイクルの導入 

  （サイクルポートの設置等）  など 

見直し実施 

路線が重複するマイバス南・北 

循環、新前橋駅西口線 など 

①全て既存バス路線を活用し設定 

②既存バス路線＋一部新規路線により設定 

③全て新規路線により設定 

認定 

「広域幹線」も併せて検討 

資料５－２ 

一部事業実施 


